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第
二
条

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
国
際
労
働
機
関
の
各
加
盟
国
は
、
前
条
に
規
定
す
る
強
制
労
働
の
即
時
の
、
か
つ
、
完
全
な

廃
止
を
確
保
す
る
た
め
に
効
果
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
三
条

こ
の
条
約
の
正
式
な
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
。

第
四
条

１

こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
自
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
も

の
の
み
を
拘
束
す
る
。

２

こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生

ず
る
。

３

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、
自
国
に
よ
る
批
准
が
登
録

さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
号
）
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
七
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

条
約
第
九
号

強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
号
）

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、千
九
百
五
十
七
年
六
月
五
日
に
そ
の
第
四
十
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
四
議
題
で
あ
る
強
制
労
働
の
問
題
を
審
議
し
、

千
九
百
三
十
年
の
強
制
労
働
条
約
の
諸
規
定
に
留
意
し
、

千
九
百
二
十
六
年
の
奴
隷
条
約
が
、
強
制
労
働
が
奴
隷
制
度
と
同
様
の
状
態
に
発
展
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に

全
て
の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
千
九
百
五
十
六
年
の
奴
隷
制
度
、
奴
隷
取
引

並
び
に
奴
隷
制
度
に
類
す
る
制
度
及
び
慣
行
の
廃
止
に
関
す
る
補
足
条
約
が
、
負
債
に
よ
る
奴
隷
及
び
農
奴
の
完
全
な

廃
止
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

千
九
百
四
十
九
年
の
賃
金
保
護
条
約
が
、
賃
金
は
定
期
的
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
、
及
び
労
働
者
か
ら

自
己
の
雇
用
を
終
了
さ
せ
る
真
正
な
可
能
性
を
奪
う
支
払
方
法
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

国
際
連
合
憲
章
が
掲
げ
、
及
び
世
界
人
権
宣
言
が
定
め
る
人
権
の
侵
害
と
な
る
特
定
の
形
態
の
強
制
労
働
の
廃
止
に

関
し
て
新
た
な
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、

そ
の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、

次
の
条
約
（
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
五
十
七
年
の
強
制
労
働
廃
止
条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）を
千
九
百

五
十
七
年
六
月
二
十
五
日
に
採
択
す
る
。

第
一
条

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
国
際
労
働
機
関
の
各
加
盟
国
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
強
制
労
働

を
禁
止
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
利
用
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

⒜

政
治
的
な
強
制
若
し
く
は
教
育
の
手
段
又
は
政
治
的
な
見
解
若
し
く
は
確
立
し
た
政
治
的
、
社
会
的
若
し
く
は

経
済
的
な
制
度
に
思
想
的
に
反
対
す
る
見
解
を
有
し
、
若
し
く
は
表
明
す
る
こ
と
に
対
す
る
制
裁

⒝

経
済
的
発
展
の
目
的
の
た
め
に
労
働
力
を
動
員
し
、
及
び
利
用
す
る
方
法

⒞

労
働
規
律
の
手
段

⒟

同
盟
罷
業
に
参
加
し
た
こ
と
に
対
す
る
制
裁

⒠

人
種
的
、
社
会
的
、
国
民
的
又
は
宗
教
的
な
差
別
の
手
段

◇
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
号
）（
条
約

第
九
号
）（
外
務
省
）

こ
の
条
約
は
、
政
治
的
な
見
解
の
表
明
等
に
対
す
る
制

裁
、
労
働
規
律
の
手
段
、
同
盟
罷
業
に
参
加
し
た
こ
と
に

対
す
る
制
裁
等
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
強
制
労
働
を

禁
止
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
利
用
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る

こ
と
等
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
約
は
、
前
文
、

本
文
一
〇
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

１

強
制
労
働
の
禁
止
等
（
第
一
条
関
係
）

加
盟
国
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
強
制
労
働
を
禁
止
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
利
用
し

な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

政
治
的
な
強
制
若
し
く
は
教
育
の
手
段
又
は
政
治

的
な
見
解
若
し
く
は
確
立
し
た
政
治
的
、
社
会
的
若

し
く
は
経
済
的
な
制
度
に
思
想
的
に
反
対
す
る
見
解

を
有
し
、
若
し
く
は
表
明
す
る
こ
と
に
対
す
る
制
裁

経
済
的
発
展
の
目
的
の
た
め
に
労
働
力
を
動
員

し
、
及
び
利
用
す
る
方
法

労
働
規
律
の
手
段

同
盟
罷
業
に
参
加
し
た
こ
と
に
対
す
る
制
裁

人
種
的
、
社
会
的
、
国
民
的
又
は
宗
教
的
な
差
別

の
手
段

２

強
制
労
働
の
廃
止
の
た
め
の
措
置
（
第
二
条
関
係
）

加
盟
国
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
強
制
労
働
の
即
時

の
、
か
つ
、
完
全
な
廃
止
を
確
保
す
る
た
め
に
効
果
的

な
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

３

最
終
条
項
（
第
三
条
〜
第
一
〇
条
関
係
）

こ
の
条
約
の
批
准
、
効
力
発
生
、
廃
棄
、
改
正
等
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

〔
条

約
〕

〇
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
百

五
号
）（
九
）

〔
告

示
〕

〇
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
百

五
号
）
の
日
本
国
に
よ
る
批
准
に
関
す
る

件
（
外
務
二
六
五
）

〇
紛
失
又
は
焼
失
の
届
出
に
よ
り
失
効
し
た

旅
券
の
告
示
（
同
二
六
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

特
殊
法
人
等

日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
処
分
関
係

地
方
公
共
団
体

特
定
空
家
等
の
除
却
命
令
及
び
代
執
行
関

係
会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告


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